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（058）387-5332 
（058）387-5134

第201号 
令和5年5月1日 

〒501-6063 
岐阜県羽島郡笠松町長池408-1 
TEL 
FAX 
E-mail：kasafuku@ccn5.aitai.ne.jp 
https://userweb.alles.or.jp/kasafuku/

認認知知症症予予防防講講演演会会認知症予防講演会
（（詳詳細細はは44ペペーージジ））  （詳細は4ページ） 

笠松体操の実演で脳とからだの元気アップ！ 

コグニサイズで楽しく認知症予防を！ 
国立長寿医療研究センター　土井 剛彦 氏 
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認知症予防講演会 

行事だより など 

ボランティア情報 

地域包括支援センターだより 

ないす螢はぁ～と など 

令和5年度の事業と予算 など 

あたたかい善意のこころなど 
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★財源確保のため広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へお願いします 
　また、広告掲載を希望される方は、本会（蕁387-5332）までお問い合わせください 

新型コロナ感染拡大防止のため、掲載の事業等が延期・中止となる場合があります。事前に申し込みいただいた方には、
本会より延期・中止のお知らせをいたします。 

お断り 

笠松町女性の会 金　42,648円 
匿名 金　14,000円 
匿名 金　 2,000円 
匿名 商品券 3,000円 
匿名 商品券 1,000円 
匿名 ランドセル1個（送料代含） 

　皆さんよりお寄せいただきました「あたたかい
善意のこころ」は、地域福祉事業に役立てさせて
いただいております。 

（2月14日～4月12日）（順不同・敬称略） 

義援金報告 
　皆さんからいただきました義援金は、岐阜県
共同募金会を通じて被災地へ送金させていただ
きました。 
　ご協力ありがとうございました。 
 
令和4年8月新潟県大雨 
　匿名 3,025円 
　福祉健康センター義援金箱 100円 
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いろいろな情報の木が生えた、かさまつ社協事業の森へようこそ。 
かさまつ町民の“エンジョイ”を応援してくれる情報をピックアップし、ご紹介します。
気になる木が、きっとあるはず。新鮮な驚きや発見に出会えるトクする情報満載です。
あなたも参加しませんか？ 

笠松町ボランティアセンター 
 蕁387‐5332　FAX387‐5134 
長池408‐1 福祉健康センター内 
8：30～17：15（土・日・祝祭日は休み） 

すすべべててのの事事業業はは  
ココロロナナウウイイルルスス感感染染防防止止  
対対策策ののううええ  
実実施施ししてておおりりまますす  

すべての事業は 
コロナウイルス感染防止 
対策のうえ 
実施しております 

　3月24日（金）厚生会館で、情報紙「えがお」を製本するえがお会の
方、民生委員、投稿者、絵手紙サークル代表者の7人にご参加いただき、
編集会議を開催しました。 
　情報紙「えがお」は、笠松町在住の65歳以上のひとり暮らし高齢者
に見守りを目的として配付している冊子です。 
　編集会議では、えがお会が行っている製本の体験を行った後、今年
度の「えがお」についての報告や意見交換を行いました。「ひとり暮
らしの人に持っていく時の話題の1つにもなる」「その時期に合わせ
た話題を書くようにしている」など意見をもらうことができました。 

みんなで心を込めて折った千羽鶴をプレゼント 

久々に対面での編集者会議です！ 

　2月11日（土）にボランティアグループKindのメンバー9人が集ま
り千羽鶴を作りました。町内の高齢者施設リバーサイド笠松園へ、コ
ロナ禍で直接交流ができない利用者の皆さんやコロナ禍の厳しい状
況で大変な思いをされている職員の皆さんへプレゼントしようと計
画したもので、一羽ずつ心を込めて鶴を折りました。後日、メンバー
の代表2人が施設へ伺い、デイサービスのご利用者へ直接お渡しする
ことができました。ご利用者からは、「きれいな鶴をありがとう。上手
に折ってあるね。」とお礼の言葉をいただきました。今までの繋がり
を大切にしながら、また直接交流ができる日を楽しみに活動を続け
ていきます。 

「えがお」編集会議の開催 

　町内在住の小学5年生から中学
生の児童・生徒（定員15人）を対象
に、「ふくし体験教室」を右記のと
おり全8回開催します。各種疑似体
験や障がいのある方との交流等を
行い福祉について学習します。参
加にあたり保険料（年間800円）が
必要です。参加をご希望の方は、各
学校または本会（蕁387-5332）ま
でお申し込みください。 

ふくし体験教室の参加者募集 

ボランティアグループKind活動報告 Kindはふくし体験教室を修了した小学生から社会人まで
のメンバーで構成されているボランティアグループです 

回数 開催日時 
第1回 
第2回 
第3回 
第4回 
第5回 
第6回 
第7回 
第8回 

7月1日（土） 9：30～12：00 
夏休み中 9：00～12：00 
9月2日（土） 13：00～16：00 
10月調整中 9：30～12：30 
11月4日（土） 13：00～16：30 
12月2日（土） 10：00～15：00 
2月3日（土） 12：30～17：00 
3月2日（土） 13：00～16：00

内　　容 
開講式　聴覚障がいについて（手話） 
障がいについて 
車いす体験 
募金活動をしよう 
車いすで町へ出よう（マップ作り） 
高齢者（認知症）について 
介助犬とふれあおう 
視覚障がいについて（点字）　閉講式 

　使用済み切手などの収集活動にご協力いただき、ありがとうございます。 
【2月14日～4月12日】（順不同・敬称略）　 

小倉美代子、三浦杏奈、三共精機株式会社、松枝保育所、笠松町シルバー人材センター、（株）グローバス丸善、匿名5件 

町及び羽島青年会議所と「災害時等における協力体制に関する協定」を締結！ 

笠松町 古田町長（左）、羽島青年会議所 淺野
理事長（中）、本会 古澤会長（右） 

　3月30日（木）に笠松町、一般社団法人羽島青年会議所と
本会による「災害時等における協力体制に関する協定」を締
結しました。この協定は、笠松町内で地震や水害をはじめと
する自然災害等により甚大な被害が発生した場合、本会が設
置する災害ボランティアセンターに関して、羽島青年会議所
が被災者の生活に関する支援や専門的な技能を活用した災
害対応など、被災地の早期復旧・復興に向けた迅速かつ総合
的な連携体制の構築を図ることを目的としています。 
　災害はいつ・どこで起きるか分かりません。これからも行
政をはじめ、NPO、ボランティア等の多様な団体との連携・協働体制の構築に努めていくとともに、災害
ボランティアセンターの啓発活動に取り組んでいきますので皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

「赤い羽根募金」身近なところに生かされています　こども館の「赤い羽根文庫」　増書しました！ 

楽しい絵本がいっぱい 

赤い羽根自動販売機設置で地域の福祉に貢献 

赤い羽根が目印 

　2月13日に岐阜県地方競馬組合（若葉町）の「関係者エリア」に赤い羽根自動販
売機を設置いただきました。この自動販売機は、設置した飲料会社から売上げに応
じて共同募金会へ寄付がされるもので、地域の福祉活動やボランティア活動等に
役立てられます。 
　本会では、赤い羽根自動販売機の設置場所を募集しています。設置先や購入者
には寄付への負担はありませんので、事業所・企業の皆さまには、是非、赤い羽根
自動販売機の設置をお願いいたします。詳細はご説明をさせていただきますので、
岐阜県共同募金会笠松町分会（蕁387-5332）までご連絡をお待ちしております。 

詳しい内容はHPへ→ 

　笠松町こども館「かさくら」（桜町）に設置している「赤い羽根文庫」を新た
に217冊増書しました。毎年10月に町内の皆さんにご協力いただく「赤い羽
根募金」の配分金で「アンパンマン・リズムえほん」などの音の出る絵本や
アニメ化されている「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」、「はらぺこあおむし」などの
読み聞かせ用の大型絵本などを購入することができました。ぜひ、開館して
1年の真新しい「こども館」に「新しい絵本」を読みに親子でお出
かけください。 
開館日時：火曜日～日曜日（月曜日・年末年始・第3日曜日は休館） 
　　　　　午前9時～午後5時 こども館HP
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笠松町地域包括支援センター　蕁388‐7133　FAX387‐5134　長池408‐1 福祉健康センター内 

メール kasaju@ccn5.aitai.ne.jp
HP https://peraichi.com/landing_pages/view/ksj2012

脳脳ととかかららだだのの元元気気アアッッププでで認認知知症症予予防防をを！！  脳脳ととかかららだだのの元元気気アアッッププでで認認知知症症予予防防をを！！  脳とからだの元気アップで認知症予防を！ 
　3月11日（土）笠松中央公民館で認知症予防講演会を開催し、
116人が参加しました。 
　講演会では、国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研
究センター予防老年学研究部副部長 土井剛彦先生に「脳とから
だの元気アップで認知症予防を」と題してご講演をいただき、そ
の後、介護予防リーダーの皆さんと一緒に、コグニサイズ※や笠
松体操の実演も行いました。講演では、認知症について学び、コ
グニサイズ実演では楽しく予防する方法を知ることができました。
参加者から「認知症に対しての知識や予防のための取り組みに
ついて学べた」「コロナ禍で外出機会も少なく身体や脳を動か
す機会がなかったので今回を機にコグニサイズを実践していき
たい」など多数のご意見をいただきました。 
　講演会は、今後も地域の皆さんと共に、認知症の予防と認知
症になっても安心して暮らせるあたたかいまちづくりを目指して、
開催していく予定です。 

認知症や予防について学びました 

ふふれれああいい喫喫茶茶開開催催ししてていいまますす！！～～開開催催日日ののごご案案内内～～  ふふれれああいい喫喫茶茶開開催催ししてていいまますす！！～～開開催催日日ののごご案案内内～～  ふれあい喫茶開催しています！～開催日のご案内～ 
　ふれあい喫茶は、レクリエーションを楽しみながら、素敵なひと時を過ごす場です。地域のサポーターさ
ん達と協力しながら開催しています。申し込みは不要です、お気軽にご参加ください。 

認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座をを開開催催ししまますす！！  認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座をを開開催催ししまますす！！  認知症サポーター養成講座を開催します！ 
　本センターでは、認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族の心に寄り添い温かく見守るサ
ポーターの輪を大きく広げていくため、定期的に認知症サポーター養成講座を開催しています。この機会
にぜひご参加ください。 
日　時：5月31日（水）　午後1時30分～午後3時 
場　所：福祉健康センター　3階会議室 
持ち物：筆記用具、眼鏡（必要な方） 
※事前に申し込みが必要です。前日までに本センターまでお電話 
　または右記申込みフォームからお申込みください。 

日日常常生生活活自自立立支支援援事事業業～～ああななたたのの生生活活ををササポポーートトししまますす～～  日日常常生生活活自自立立支支援援事事業業～～ああななたたのの生生活活ををササポポーートトししまますす～～  日常生活自立支援事業～あなたの生活をサポートします～ 
　日常生活自立支援事業とは認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、自分ひとりでは日常生活
を営むために必要な福祉サービスの利用や金銭管理をすることに不安を感じる方に、社会福祉協議
会が福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理サービスを行います。 
　日常生活自立支援事業では以下の3つの支援を行うことができます。 

①福祉サービス利用援助（必須の支援です） 
福祉サービス利用に関する相談、情報の提供や必要な手続きのお手伝いを行います 

②日常的金銭管理サービス 
預金の払い出し・電気、ガス、水道などの公共料金、医療費の支払いなどの手続きのお手伝いを 
します 

③書類等預かりサービス 
金融機関の貸金庫で年金証書、定期預金通帳、権利証や実印などの保管をします 

※②・③のみの利用はできません。 

`

福祉会館（笠松） 

4月 

5月 

6月 

14日（金） 
オカリーナによる 

オカリナ演奏 
12日（金） 

消費生活センターによる寸劇 

9日（金） 

ミニ運動会 

時間　午前10時15分～11時15分　　参加費　100円 

福祉健康センター（松枝） 
11日（火） 

県レクリエーション協会による 
健康体操 
2日（火） 

手話講座とマジックショー 

13日（火） 

ミニ運動会 

総合会館（下羽栗） 
10日（月） 

中北薬品による 
栄養のお話と健康体操 

8日（月） 

音楽療法 

12日（月） 

七夕飾りづくり 

※内容が変更となる場合がございます。 

※「コグニサイズ」とは 
国立長寿医療研究センターが開発した、
運動と認知課題（計算・しりとりなど）の
組み合わせにより認知症予防を目的と
した取り組みの総称です。 

支援内容 

認知症、知的障がい者、精神障がい者など自分ひとりで契約の判断をすることなどが不安な方 
※施設入所者、入院中の方でもご利用いただけます。 

生活保護受給者は、利用料はかかりません。 
お問い合わせは本会（蕁387-5332）までお願いいたします。 

対 象 者  

利 用 料  

① 福祉サービスの利用援助 
② 日常的な金銭管理 
③ 書類等預かりサービス 

15分ごとに250円 
※1回の支援は1時間程度です 

1ヶ月あたり　500円 

玉ねぎの皮をむいています 

　3月24日（金）に、調理実習を行い、みんなで力を合わせ
てカレーライスを作りました。調理後には、テーブルを囲ん
で会食をしながら、3月生まれの仲間の誕生日を祝いました。
カレーは、野菜ゴロゴロで、健康に配慮したヘルシーなチキ
ンカレーのレシピで作りました。包丁の使い方や、ガスの火
の扱いなど、確認しながら行いました。自分たちで作ったと
いうこともあり、旨さは格別でした。 
　また、コロナ予防に配慮しながら久々に会話を弾ませ、と
ても楽しい時間を過ごすことができました。 
　今回の調理実習の体験は、自宅でも自分の力でできる限
り食事作りができることに、少しでも自信をつけることが
できました。 

調理実習を行いました 

C K
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笠松町地域包括支援センター　蕁388‐7133　FAX387‐5134　長池408‐1 福祉健康センター内 

メール kasaju@ccn5.aitai.ne.jp
HP https://peraichi.com/landing_pages/view/ksj2012
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福祉サービス利用に関する相談、情報の提供や必要な手続きのお手伝いを行います 
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の扱いなど、確認しながら行いました。自分たちで作ったと
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　今回の調理実習の体験は、自宅でも自分の力でできる限
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できました。 
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【収　入】 （単位 千円） 

会費収入 

寄附金収入 

経常経費補助金収入 

受託金収入 

貸付事業収入 

事業収入 

介護保険事業収入 

受取利息配当金収入※ 

その他の収入 

積立資産取崩収入 

拠点区分間繰入金収入 

収入計 

3,550 

500 

47,061 

718 

100 

276 

68,644 

1 

804 

5,396 

2,479 

129,529

【支　出】 （単位 千円） 

人件費支出 

事業費支出 

事務費支出 

貸付事業支出 

共同募金配分金事業費 

負担金支出 

その他の支出 

積立資産支出 

拠点区分間繰入金支出 

その他の活動による支出 

予備費 

支出計 

100,372 

4,005 

13,293 

200 

918 

157 

804 

1,853 

2,479 

5,025 

423 

129,529

令令和和55年年度度のの  令令和和55年年度度のの  令和5年度の 事 予 業 と 算 
　笠松町社会福祉協議会では、ともに支えあい・助け合う「福祉のまちづくり」を展開
していくため、今年度の事業計画を次のように定めました。新型コロナウイルス感染症
の拡大により、これまでの社会のあり方を問われ、新しい生活様式に基づき、行政機関、
住民組織や民生委員をはじめとする関係団体と地域社会の再構築を模索していきます。
おもな事業および予算をご紹介します。 

基本姿勢 

主な事業 

＊住民参加・協働による福祉のまちづくりの推進 
＊住民のたすけあいやボランティア活動への支援 
＊地域の福祉ニーズの把握 
＊福祉サービスの相談・調整機能の充実 
＊介護保険などのサービス事業者としての効率的な事業経営・サービスの質の向上 

笠松町地域福祉活動計画（地域福祉計画）・ 
笠松町社会福祉協議会実施計画の策定 
社協体制の強化 

理事会、評議員会の開催 

広報・啓発 

広報紙の発行（年6回） 
ホームページの管理 
社会福祉大会の開催 
SNS等活用した情報発信 
リバーサイドカーニバルへの参加 

ボランティア活動の推進 

ボランティア総合相談窓口 
ボランティア講座 
ボランティア研修会 
技術ボランティアの育成 
災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

高齢者福祉 

ひとり暮らし高齢者見守り事業 
　①ひとり暮らし高齢者配食サービス 
　②ひとり暮らし高齢者安否確認事業 
ひとり暮らし高齢者向け情報紙「えがお」 

在宅福祉 

福祉機器の貸出（車いすなど） 
生活困窮者生活援助事業 

福祉教（共）育・地域育成 

福祉教育担当者会議 
福祉出前講座 
福祉キャラバン事業 
ふくし体験教室 
夏休みボランティアスクール 
地域ふくし懇談会 
ボランティアグループKind 
ふれあい・いきいきサロン推進事業 
ふれあい・いきいきサロン交流会 

相談事業 

福祉何でも相談（専門員による365日相談） 

受託事業（受託先） 

包括的支援事業（町） 
介護保険要介護認定調査事業（町） 
生活福祉資金貸付事業（県社協） 
臨時特例つなぎ資金貸付事業（県社協） 
日常生活自立支援事業（県社協） 
子どもの学習支援事業（県） 

障がい児・者福祉 

笠松町心身障害者小規模授産所 
ふれあい交流会 
障がい啓発事業 

介護保険事業 

居宅介護支援（ケアマネジメント） 

経常経費補助金収入 
36.30%

人件費支出 78.4%

事務費支出  
9.8%

介護保険事業収入 53.00%

寄附金収入 0.4%

貸付事業収入 
0.1%

受託金収入 
0.6%

事業収入 
0.2%

会費収入 2.7%
拠点区分間繰入金収入 1.9%

その他の収入 0.6%
その他の活動による支出 3.7%
予備費 0.3%

拠点区分間繰入金支出 1.8%
積立資産支出 1.4%

負担金支出 0.1%

その他の支出 0.6%

共同募金配分金 
事業費 0.7%

貸付事業支出  
0.2%

事業費支出  
3.0%

今年度の予算 

令令和和55年年度度  
社社会会福福祉祉協協議議会会費費へへのの  

ごご協協力力ののおお願願いい  

令令和和55年年度度  
社社会会福福祉祉協協議議会会費費へへのの  

ごご協協力力ののおお願願いい  

令和5年度 
社会福祉協議会費への 

ご協力のお願い 
　社協は「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
を目指して、関係機関や行政と連携し、住民の皆さんに
参加・協力を得ながら、各種事業を展開しています。 
　皆さんからの会費は、本会の運営や地域福祉事業に使
わせていただいております。各町内会長さんなどのご協
力のもと、会費を集めさせていただきますので、ご協力
よろしくお願いいたします。 

◎一般会費　1口　 500円 
◎賛助会費　1口　1,000円 
◎法人会費　1口　2,000円 

1．町民の皆さんからいただく会費 
2．赤い羽根共同募金の配分金 
3．自主財源 
4．行政などからの補助金等 
などを基に各種 
事業を実施して 
おります 

社会福祉協議会の財源 

※値が小さいためグラフには反映されません。 

積立資産取崩収入 4.2%

ボランティアグループKindの様子 

共同募金 配分金 

寄付金 

補助金 

受託金 

介護報酬 

会費 
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　笠松町社会福祉協議会では、ともに支えあい・助け合う「福祉のまちづくり」を展開
していくため、今年度の事業計画を次のように定めました。新型コロナウイルス感染症
の拡大により、これまでの社会のあり方を問われ、新しい生活様式に基づき、行政機関、
住民組織や民生委員をはじめとする関係団体と地域社会の再構築を模索していきます。
おもな事業および予算をご紹介します。 

基本姿勢 

主な事業 

＊住民参加・協働による福祉のまちづくりの推進 
＊住民のたすけあいやボランティア活動への支援 
＊地域の福祉ニーズの把握 
＊福祉サービスの相談・調整機能の充実 
＊介護保険などのサービス事業者としての効率的な事業経営・サービスの質の向上 

笠松町地域福祉活動計画（地域福祉計画）・ 
笠松町社会福祉協議会実施計画の策定 
社協体制の強化 

理事会、評議員会の開催 

広報・啓発 

広報紙の発行（年6回） 
ホームページの管理 
社会福祉大会の開催 
SNS等活用した情報発信 
リバーサイドカーニバルへの参加 

ボランティア活動の推進 

ボランティア総合相談窓口 
ボランティア講座 
ボランティア研修会 
技術ボランティアの育成 
災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

高齢者福祉 

ひとり暮らし高齢者見守り事業 
　①ひとり暮らし高齢者配食サービス 
　②ひとり暮らし高齢者安否確認事業 
ひとり暮らし高齢者向け情報紙「えがお」 

在宅福祉 

福祉機器の貸出（車いすなど） 
生活困窮者生活援助事業 

福祉教（共）育・地域育成 

福祉教育担当者会議 
福祉出前講座 
福祉キャラバン事業 
ふくし体験教室 
夏休みボランティアスクール 
地域ふくし懇談会 
ボランティアグループKind 
ふれあい・いきいきサロン推進事業 
ふれあい・いきいきサロン交流会 

相談事業 

福祉何でも相談（専門員による365日相談） 

受託事業（受託先） 

包括的支援事業（町） 
介護保険要介護認定調査事業（町） 
生活福祉資金貸付事業（県社協） 
臨時特例つなぎ資金貸付事業（県社協） 
日常生活自立支援事業（県社協） 
子どもの学習支援事業（県） 

障がい児・者福祉 

笠松町心身障害者小規模授産所 
ふれあい交流会 
障がい啓発事業 

介護保険事業 

居宅介護支援（ケアマネジメント） 

経常経費補助金収入 
36.30%

人件費支出 78.4%

事務費支出  
9.8%

介護保険事業収入 53.00%

寄附金収入 0.4%

貸付事業収入 
0.1%

受託金収入 
0.6%

事業収入 
0.2%

会費収入 2.7%
拠点区分間繰入金収入 1.9%

その他の収入 0.6%
その他の活動による支出 3.7%
予備費 0.3%

拠点区分間繰入金支出 1.8%
積立資産支出 1.4%

負担金支出 0.1%

その他の支出 0.6%

共同募金配分金 
事業費 0.7%

貸付事業支出  
0.2%

事業費支出  
3.0%

今年度の予算 

令令和和55年年度度  
社社会会福福祉祉協協議議会会費費へへのの  

ごご協協力力ののおお願願いい  

令令和和55年年度度  
社社会会福福祉祉協協議議会会費費へへのの  

ごご協協力力ののおお願願いい  

令和5年度 
社会福祉協議会費への 

ご協力のお願い 
　社協は「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
を目指して、関係機関や行政と連携し、住民の皆さんに
参加・協力を得ながら、各種事業を展開しています。 
　皆さんからの会費は、本会の運営や地域福祉事業に使
わせていただいております。各町内会長さんなどのご協
力のもと、会費を集めさせていただきますので、ご協力
よろしくお願いいたします。 

◎一般会費　1口　 500円 
◎賛助会費　1口　1,000円 
◎法人会費　1口　2,000円 

1．町民の皆さんからいただく会費 
2．赤い羽根共同募金の配分金 
3．自主財源 
4．行政などからの補助金等 
などを基に各種 
事業を実施して 
おります 

社会福祉協議会の財源 

※値が小さいためグラフには反映されません。 

積立資産取崩収入 4.2%

ボランティアグループKindの様子 

共同募金 配分金 

寄付金 

補助金 

受託金 

介護報酬 

会費 

C K



8

 
 

（058）387-5332 
（058）387-5134

第201号 
令和5年5月1日 

〒501-6063 
岐阜県羽島郡笠松町長池408-1 
TEL 
FAX 
E-mail：kasafuku@ccn5.aitai.ne.jp 
https://userweb.alles.or.jp/kasafuku/

認認知知症症予予防防講講演演会会認知症予防講演会
（（詳詳細細はは44ペペーージジ））  （詳細は4ページ） 

笠松体操の実演で脳とからだの元気アップ！ 

コグニサイズで楽しく認知症予防を！ 
国立長寿医療研究センター　土井 剛彦 氏 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

認知症予防講演会 

行事だより など 

ボランティア情報 

地域包括支援センターだより 

ないす螢はぁ～と など 

令和5年度の事業と予算 など 

あたたかい善意のこころなど 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

・・・・・・・・・・・ 6、7 

・・・・・・・・・・・・・・・ 8

★財源確保のため広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へお願いします 
　また、広告掲載を希望される方は、本会（蕁387-5332）までお問い合わせください 

新型コロナ感染拡大防止のため、掲載の事業等が延期・中止となる場合があります。事前に申し込みいただいた方には、
本会より延期・中止のお知らせをいたします。 

お断り 

笠松町女性の会 金　42,648円 
匿名 金　14,000円 
匿名 金　 2,000円 
匿名 商品券 3,000円 
匿名 商品券 1,000円 
匿名 ランドセル1個（送料代含） 

　皆さんよりお寄せいただきました「あたたかい
善意のこころ」は、地域福祉事業に役立てさせて
いただいております。 

（2月14日～4月12日）（順不同・敬称略） 

義援金報告 
　皆さんからいただきました義援金は、岐阜県
共同募金会を通じて被災地へ送金させていただ
きました。 
　ご協力ありがとうございました。 
 
令和4年8月新潟県大雨 
　匿名 3,025円 
　福祉健康センター義援金箱 100円 

C M Y K


